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長野県南部の富士見泥炭層に包含される花粉化石から

推定した気候の変動

酒井潤一

信州大学理学部地質学教室

　（1973年4月28日受理）

〔1〕まえがき
　八ケ岳西南麓には，八ケ岳の火山噴出物にはさまれた，いろいろな層群の泥炭層が発達し

ている。これらの泥炭層のうちには，御岳火山の噴出物（火山灰，浮石，スコリァなど）を

伴うものがあるので，火山灰編年法を使って，長野県中南部における各地の泥炭層との厳密

な対比を行うことができる。

　長野県南部の富士見町付近には，御岳火山に起源をもつ厚いPm－1A浮石層（酒井・下野，

1972）が分布し，その直下に，ほとんど整合に富士見泥炭層噺称）が発達する。山梨県北

部の小淵沢付近では，P皿一1A浮石層直下の泥炭層は小淵沢泥炭層と呼ばれ，　Pぎ・8αろぎoo♂oプ

（MAxlM．）MAYR（イラモミ）の毬果を産する（郷原保真，1967）ことから，比較的寒冷な

気候を示すものと考えられる。

　さきに，松本盆地団体研究グループ（1972）は，松本盆地の中山泥炭三等下部にPm－1A

浮石が含まれることを報告し，さらに，酒井（1973）は，同泥炭層の花粉化石および大型植

物遺体より，かなり寒冷な気候を推定した。Pm4A浮石層に，ほぼ整合におおわれる富士

見泥炭層は，中山泥炭層と時間的にほとんど連続しており，洪積世後期の初葉における気候

変化を解明するうえで，重要な意味をもつものと考えられる。ここに，同泥炭層の花粉化石

を報告し，古気候について考察をおこなう。

　この研究をまとめるにあたり，京都大学理学部官爵教室の中沢圭二二・亀井節夫の両先生に

御指導を受けた。信州大学理学部地質学教室の郷原保真氏は，野外調査・試料採取をともに

され，原稿に目をとおして下さった。同教室の山下昇・熊井久雄の両氏には原稿に目をとお

していただき，長野県林業指導所の大木正夫氏から現在の植生について御教示を得た。京都

大学理学部地鉱教室の飯田祥子氏には試料採取・処理を，当教室の下野正博氏には浮石の分

析を，それぞれ手伝っていただいた。当教室の藤田敬氏には図表の製図と写真の焼付けでお

世話になった。以上の方々に厚くお礼申し上げる。なお，この研究にあたっては，文部省科

学研究費を使用した。

〔皿〕地形および地質

試料採取地点（第1図，F－1”およびF一皿）付近には，ほぼ970～960mの海抜高度を有
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し，南東一北西方向にのびる細長い丘陵地がひろがる。試料採取地点は，この丘陵内にあっ

て，まわりより数m低く，狭い窪地である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トチ　この丘陵は，吉越正勝（1970）によれば，洪積世中期の芋ノ木湖成層によって構成され，

三層の下部は韮崎火砕流と一部指交する，とされている。また，同等はこの丘陵北西部にお
　　　　　　マナイタハう
いて，うすい小原泥流におおわれる。同泥流はチ。コレート化（風化）の著しい火山灰層

（層厚1m前後）におおわれ，さらに，その上を厚いPm－1A浮石層が不整合におおう。

　試料採取地点付近には，ほぼ北西一南東方向で，井原泥流を切る東落ちの断層が丁丁も観

察される（第2図）。一方，ほぼ南一丁方向で東落ちのPm－1A浮石層を切る新らしい時期の

断層もある。前者の断層によって落ち込んだ凹地に堆積した地層を富士見層（新称）と呼び，

富士見層上部を構成する泥炭層を富土見泥炭層とよぶことにする（第4図）。

　試料採取地点における富士見層下部は，狙原泥流を若干削って堆積した最下部のうすい礫

層とその上の中華火山砂層（レンズ状の泥炭質シルト層をはさむ）よりなる。

　富士見層上部を構成する富士見泥炭層は約6．5mの層厚を有し，後に述べるように，下部

と上部に区分される。試料53～31（以下，第4図参照）の層塔は，下から上に向かって，泥

炭質シルト層から泥炭層へと次第に変化する。試料30～27の層準は，全体にたてのクラック

が多い黒色の泥炭層であり，M伽ッα漉ん8∫溺∫o距α彪L．（ミツガシワ）の種子を多産する。

試料26～18の層準はクラックが発達しない暗褐色の泥炭層で，廊g♂απ55勧。♂漉翻αMAXIM。

（オニグルミ），S妙rα灘sp．（エゴノキ属）の種子を多産する。下位のクラックが多い泥炭層

との境界は鮮明であり，若干の堆積間隙をはさむ可能性がある。この境界面をもって，富士

見泥炭層を上部と下部に区分する。試料17～12の年歯は，クラックが発達する黒色の泥炭層

で，木片と3妙プ礁sp．，諏gZαη35ビ6ろoZ漉α槻MAxlM．の種子を産する。試料11～2の層

準は，暗褐色泥炭層で，クラックは発達しない。この泥炭層と試料61との問には，うすい浮

石層がはさまれる。この浮石層は非常に細粒（0．5～1mm）な白色浮石よりなり，重鉱物

は少なく，鉱物組成はPm　IAに近い。　Pm－1Aの下位にあって，このような鉱物組成をも

つ浮石は，いままでに，富士見付近から報告されていない。この浮石層の上下では，泥炭層

の層相が著しく変化する。すなわち，浮石層より上の試料61～55の層準は，砂・シルトなど

をほとんど含まない泥炭層であり，高層湿原状の堆積環境が推定される。試料56の層準より，

P加王国γα乞θ漉5SIEB．θ6　Zucg．（チョウセンゴヨウ）の種子を採取した。

〔皿〕花粉化石
　処理方法：10％KOH（1昼夜放置）一水洗一10％KOH（湯煎4分）一水洗一70％
ZllCI2溶液中で遠心分離（1500回転／分，！0分）一水洗一アセトリシス処理（30秒）一水

洗一グリセリン・ゼリーで封入。

　検鏡は600倍で，同定された主要樹木花粉が300～400個に達するまで行なった。第4図に

おいて，各樹木花粉は総樹木花粉（ΣAP）の百分率で，各草本花粉は総樹木花粉と総草本

花粉の和（ΣAP＋ΣNAP）の百分率で表わされている。樹木花粉，草本花粉ともに出現率

が1％以下のものは十八で表現されている。なお，試料5！，52は芋ノ木湖成層から採取した

ものであり，富士見泥炭層との間に時間間隙をはさむので，本論文ではこれ以上触れない。

　全般的にみて，富士見泥炭層の花粉化石は，同層下部（試料53～29）で一国68α，・4ろfθ3，
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P加π5，丁謝gαなど針葉樹が圧倒的に多く，．ヒ部の試料26～57ではαッρ’o〃zθプ彪，50如40一

μ砂∫などの針葉樹と！拓z鰐，Fαg螂，σ伽鋸一Z6猛。ηα，Ω粥r侃5，　P陀ro6αrッα，ゐ8’彪η5

などの落葉広葉樹が増加または出現し，草本が減少すること，最上部の試料58～55では再び

下部と同様の傾向を示すことが顕著な特徴となっている。

　P∫66αは下部の試料53～27において，40～50％と非常に高率を占めるが，上部の試料26～

59では，試料8～6で若干高率となる以外は，10％前後に減少する。最上部の試料58からは

再び増加し，試料55では，ほぼ40％を占める。Pf2z％5，・4伽5は乃06αとほぼ似た出現傾向

を示すが，その出現率はP加αよりも低い。7■鍬gαは全般的に5～15％の出現率を示し，

あまり目立った変化はみられない。ただし，上部の試料8～6の層準では20～30％の高い出

現率を示す。

　針葉樹のαッρ’o規6擁α，56毎40ρ勿5，落葉広葉樹のFαg％5，（2麗roπ5，廊gJ〃～5，一疏6ro－

oαプッα，，ひ伽〃5－Z識。侃，理昭αgη螂などは，ほぼ試料26の層準付近から一斉に出現し始め，

σ伽π5－Z6Z舶槻で代表的に示される3つのピーク（試料21～19の層準を第1ピーク，12～

10の雨勝を第2ピーク，61の層準を第3ピークと呼ぶ）をつくりつつ，最上部では減少また

は姿を消している。これらとは対照的に，Ericaceae，　Mッ沈αなどは，下部では2～3％と

比較的安定して出現していたものが，上部ではほとんど出現しない。・4心見は下部では少な

く，上部では著しく高率を占める。B6’認αは最下部で15～20％と高率に出現し，それより

上では，第1ピークの直下および第2ピークと第3ピークの間でやや高率となる。Co型伽∫

はB磁伽とほぼ同様の出現傾向を示す。

　草本花粉は，下部では種類も多く，比較的高率に出現する。なかでもCyperaceaeは草本

花粉中郷も多く，次いで，Umbelliferae，．Aプ’8漉5勉，　Compositae，草加砒徽7πなどが比較

的安定して出現する。低率ではあるが，56α扉03α，G召プ伽謡呪は下部にのみ出現する。上部

では一般に草本は減少する。ただし，Cyperaceaeは下部に引き続いて高率に出現し，　P6r6ゴー

6αガαは上部になって増加する。

〔w〕古 気 候

　（1）富士見泥炭層下部（試料53～27）

　富士見泥炭層下部には，Pゴ・6α，！蛾θ5，　P加鰐，丁砒g召を主とし，ゐαr鉱，・4伽鰐，　B砿π彪，

Coプッ」％3，　Ericaceae，1吻沈αが含まれ，その他の落葉広葉樹（特にFαgz‘3）およびC矧ρ’o・

勉6磁，3磁40ρ勿∫などの針葉樹をほとんど混えないこと，草本の5雌ろ嬬αが含まれるこ

とから，亜高山帯下部（現在の八ヶ岳ではほぼ1800～20001n前後）の植生を示す。そして，

Cyperaceae，！1r陀解f5痂，　Compositae，　Gramilleae，　Tんα痂’7甥z，＆αうゼ。∫αのような日当り

の良いところを好む草本が安定して含まれることからみて，草原がかなり広くひろがってい

たものと推定される。

　これらのことからみて，この時期の富士見町付近には，比較的乾燥した寒冷気候が支配し

ていたものと推定される。ただし，最下部に近い層準には，短期間の冷涼な気候がはさまれ

る。

　（2）富士見泥炭層上部の試料26～59

　富士見泥炭層上部では，同層下部に含まれていた亜高山帯要素は大幅に減少または姿を消
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第5図：気候変化曲線

し，それらにかわって，αッρ如剛θ7毎，8磁40ρ勿5，一Fαg〃5，Ω〃θπz45，ゐg彪η5，σ伽〃∫＿

Zθ砺膿などブナ帯～山地帯の樹木が出現し，増加する。これら各属の消長を，先に述べた

σ伽Z‘∫一Z6♂々0槻における出現率の3つのピークと比べると，　Fα9Z65，」26gZ研3は第1ピー

クで最も高率となり，その後次第に減少してゆく。これに対して，C矧μoη？6ガαは上方に

向かって次第に増加し，第2ピーク付近で最も高率となる。そしてこの層準ではFαg郡，

諏g♂α那はほとんど出現しない。第2ピークと第3ピークの間では，一時的に，7丁梛gα，

Pゴ6即，・肋ビθ3が増加し，落葉広葉樹は減少する。

　この時期全般をとおして，草本花粉は非常に少ないことから，先に述べたブナ帯～山地帯

の森林が広く繁茂しており，草原は少なかったものと推定される。

　これらのことから，富士見泥炭層上部が堆積した時期は，全般的に温暖であり

　第1ピーク：現在とほぼ同程度の暖かさで，現在よりも湿潤

　第2ピーク：現在よりも温暖で，第1ピークの時期よりもやや乾燥

　第3ピーク：現在と同程度の暖かさ～やや冷涼

であったものと推定される。この時期の温暖気候と狙原泥流の上をおおう火山灰層（第3図）

のチョコレート化の時期は一致する可能性が大きい。
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　（3）富士見泥炭層上部の試料58～55

　富士見泥炭層の最上部では，同層下部と同様の亜高山帯要素が，再び，急激に増加し，ブ

ナ帯～山地帯のCγッρ’o〃z8万α，30彪40ρ加3，落葉広葉樹は減少する。これらのことから，

気候はかなり急速に寒冷化し，酒井（1973）が報告した中山泥炭層下部の寒冷気候へと連続

する。

〔V〕ま と め

　Pm－1A浮石層によって整合におおわれる富士見泥炭層は，その下部，上部，最上部に，

それぞれ特微ある花粉化石および大型植物遺体を含む。これらの化石より，富士見泥炭層堆

積時の古気候は，次のように推定される。

　（1）富士見泥炭層下部はやや乾燥した寒冷気候を示す。

　（2）富士見泥炭層上部は温暖気候を示す。この温暖期は，現在よりも暖かく，初期には特

に湿潤であった。

　（3）富士見泥炭層の最上部から，Pm　IA浮石層をはさんで，中山泥炭層下部（酒井，19

73）にかけては，寒冷気候を示す。
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      Palaeoclimate Estimated from Pollen Fossils of the Fujimi Peat

                   Bed in Southern Nagano Prefecture

                            JUN'ICHI SAKAI

           Department of Geology, Faculty of Science, Shinshu University

                         (Received April 28, 1973)

                               Summary

   From the pollen analyses of the Fujimi Peat Bed in the southern part of

Nagano Prefecture (35055' N. Lat.; 960m above sea-level) the palaeoclimate of

the area during the early part of the Late Pleistocene is estimated as follows.

   (1) During the age of the lower part of the Fujimi Peat Bed it was cold and

somewhat dry.

   (2) The upper part of the Fujimi Peat Bed shows a mild climate of that

time. It warmer than now, and was wet especially in the early stage.

   (3) A c,old climate was prevalent during the age from the uppermost part of

the Fujimi Peat Bed to the lower part of the Nakayama Peat Bed (J. SAKAi,

1973), The Pm-IA Pumice Bed (S. SAKAI and M. SHiMoNo, 1972) is interoalated

between the two peat beds,
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　　　図版の説明（写真はすべて400倍）

1：Pげ捌s

2：C7塑’o”22プガα

3：So毎ゴ。カが砂s

4：鴛㎎σ

5：勘gz‘s

　6：（2％9プα63

7：．4♂瑠s

　8：Co乳y1245

　9：P’670ατ7ツσ

10＝乙7〃zz4∫・Zθ1た。〃α

11：ノ銘g～πη5

12：四1歪α

13：」Fケθκゴη多‘s

14：11θκ

15＝Ericaceae

16：E1σ8㎎％㍑3

17：五ゴ9σs〃％況

18：エ3θ’％Zα

19：五78召〃毎sゴσ

20＝Compositae

21　：距κακσo％刀2

22：1〕β76ゴ。α1ゼごτ

23：Cyperaceae

24　：7ソセσ1ガ。’7麗彫

25：Sごzηg麗ゴso1’吾α

26：Soσb’o∫α

27：S’91♂α7ゴ6謬

28：Ulnbelliferae

29＝砿θ％ツαπ挽83
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